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☆ ↑ あまりの常識のなさに恐ささえ感じましたが、当区の若い人たちは大丈夫なんでしょうか？ 

    

車
機
会
が
増
え
た
各
駅
停

車
の
駅
の
利
用
者
は
、
再
び

不
便
に
さ
れ
る
こ
と
で
、
習

志
野
市
長
も
含
め
、
怒
る
の

も
当
然
で
あ
り
ま
す
。 

組
合
は
ど
う
し
た
か
？ 

乗
務
員
は
？
！ 

 

今
回
の
会
社
側
の
ド
タ

バ
タ
劇
は
そ
も
そ
も
利
用

者
、
社
員
の
声
に
全
く
耳
を 

    

傾
け
な
か
っ
た
結
果
で
あ

る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。 

 

で
は
、
組
合
の
対
応
は
ど

う
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
ま

た
、
現
場
で
働
く
私
た
ち
乗

務
員
は
ど
う
だ
っ
た
で
し

ょ
う
か
。
私
の
周
り
で
は

「
利
用
者
が
困
っ
て
る
、
会

社
が
悪
い
、
元
に
戻
す
べ
き 

     
 

    

Ｊ
Ｒ
の
ぶ
れ
ぶ
れ
対
応 

 

一
部
利
用
者
か
ら
非
難
、

苦
情
が
殺
到
し
て
し
ま
っ

た
京
葉
線
の
快
速
問
題
に

つ
い
て
、
千
葉
支
社
は
ま
た

ま
た
わ
け
の
分
か
ら
な
い

中
途
半
端
な
発
表
（
９
月
に

数
本
各
駅
停
車
を
快
速
に
変
更

す
る
）
を
行
な
い
ま
し
た
。 

 

今
年
の
ダ
イ
改
か
ら
乗

車 

だ
」
と
い
っ
た
非
常
に
短
絡

的
な
声
が
多
か
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
ま
さ
か
、
会

社
に
反
対
し
て
い
れ
ば
組

合
の
体
裁
が
保
て
る
と
考

え
て
る
わ
け
で
は
な
い
と

思
い
ま
す
が
・
・
。 

 

ご
く
一
部
の
乗
務
員
が
、

自
分
の
業
務
経
験
か
ら
「
京

葉
線
に
快
速
は
い
ら
な
い
、

で
も
通
勤
快
速
は
復
活
す

べ
き
」
と
主
張
し
て
い
ま
し

た
が
、
こ
れ
は
ど
う
な
の
か

是
非
、
他
労
組
の
皆
さ
ん
も

分
析
、
検
証
し
て
見
解
を
出

し
社
に 

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

 

労
働
者
は
、
人
任
せ
の
議

論
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
の

立
場
で
物
事
を
考
え
、
声
を

出
し
て
い
く
べ
き
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
労
働
組
合

と
し
て
、
も
っ
と
会
社
に
渇

を
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
た
い
も
の
で
す
。 

 

 

 

 

 

まず最初の問題点は・・・ 

人身事故を起こした運転士に対して、区報委員が

インタビュー形式で（一部略）「率直な気持ちは」「や

ってもうた」「最年少記録のお気持ちは」「歴史に残

る記録を作れた」という馬鹿としか言いようのない

やり取りをそのまま掲載、発行し、更には外部にま

で広がり、現在大炎上しつつある事象であります。 

人の死に関することで、笑いを取ろうとするなど 

もってのほか！勿論、運転士のメンタルバランスも

心配ではありますが、命を落とされた方、その遺族

への配慮とか考えなかったのでしょうか。最低です。 

この職場は一体何なんだ？？！！ 

 当該運転士ばかりがやり玉に挙がってますが、同

じ物書きの立場から言わせてもらうと、受けを狙お

うとしたインタビュアーが誘導し、まんまとひっかか

ってくれたという感じがします。まず責められるの

はこの区報委員であります。しょうもない馬鹿です。 

 社内報は必ず、責任者（この場合は管理者）がい

てチェックし、問題があれば指摘し、最終的に発行

の許可を出すものですが、これもいい加減だったこ

とが伺えます。更にこの管理者は、ニュースで取り

上げられた際「社員同士の誹謗中傷ではないとして、

掲載を許可した」とコメントしています。失われた

命のことは考えなかったのでしょうか。こんな程度

の管理者で、この職場大丈夫なんでしょうか。 

 そして今回、こんなにも炎上してしまった原因が

これを外部に出してしまったことです。そいつも決

して「内部告発が目的」とかではなく、ただ単に面

白半分だったのではないかと思われます。最低！ 

SNS の恐怖！当該運転士を守れ！ 

 色んな馬鹿が重なってしまった今回の事象ですが

一番危惧するところは、SNS で拡散され、やもする

と大炎上となり、当該運転士への手に負えない誹謗

中傷が起こってしまうのではないかということで

す。ただでさえ JR 社員の揚げ足取りがいっぱいい

る中で・・。SNS をめぐる数年前の女子プロレスラ

ーの自殺は、決して他人事ではありません。 

 早急に沈静化されることを望みますが、万が一の

場合には、いち職場だけの問題ではなくなります。

会社は毅然とした態度で、この問題にも向き合い、

当該運転士を守ってほしいと思います。 

   皆さんはどう考えますか？ 

  


